
なきじんじょうあと

今帰仁城跡 （今帰仁村）

琉球に統一王朝が樹立（1429年）される直
前の三山時代の北山を治めた国王の居城。

ざきみじょうあと

座喜味城跡 （読谷村）

1420年代に有力な按司であった護
佐丸（ごさまる）によって築かれた城。

そのひゃんうたきいしもん

園比屋武御嶽石門 （那覇市）

第二尚氏王統第３代王の尚真（在位
1477～1526年）によって創建された石門。

たまうどぅん

玉陵 （那覇市）

第二尚氏王統第３代王の尚真によっ
て築かれた第二尚氏王統の陵墓。

しゅりじょうあと

首里城跡 （那覇市）

三山時代は中山国王の居城。1429年の琉球
王朝統一後は琉球国王の居城として王国の
政治・外交・文化の中心的役割を果たした。

しきなえん

識名園 （那覇市）

1799年に造営された王家別邸の庭園。王族の保
養や中国皇帝の使者・冊封使の接待に使われた。

なかぐすくじょうあと

中城城跡 （北中城村・中城村）

阿麻和利を牽制するために座喜
味城主であった護佐丸が国王の
命により移り住んだ城。

かつれんじょうあと

勝連城跡 （うるま市）

琉球王国の王権の安定過程で、
国王に最後まで抵抗した有力按
司、阿麻和利（あまわり）の居城。

せいふぁうたき

斎場御嶽 （南城市）

第二尚氏王統第３代王の尚真が整備した国家
的な宗教組織との関係が深い格式高い御嶽。

〇 平成12年12月、オーストラリアのケアンズで開かれたユネスコの第24回世界遺産委員会で「琉球王国のグスク及
び関連遺産群」が世界遺産として決定・登録。

○ 「琉球王国のグスク及び関連遺産群」は、琉球が琉球王国への統一に動き始める14世紀後半から王国が確立し
た後の18世紀末にかけて生み出された、琉球地方独自の特徴を表す文化遺産群。

沖縄の世界遺産
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平成２８年９月１５日に国立公園に指定

やんばる国立公園の位置

（参考）世界自然遺産登録までの順序 （スケジュールは環境省から聴取）

① 奄美群島国立公園の指定 最終調整中

② ユネスコへの暫定版推薦書提出 平成28年秋頃

③ ユネスコへの推薦書提出 平成29年2月
④ 国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）による現地調査 平成29年夏頃

⑤ ユネスコ世界遺産委員会の審査 平成30年夏頃

やんばる国立公園
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沖縄のリゾートホテルの立地状況

【参考】沖縄県内宿泊施設数等
〇宿泊施設件数：１，６６４軒
〇客室数 ：４１，０３７室
〇収容人数 ：１０７，１９０人

（注）平成27年12月31日時点の数値
出典：沖縄県観光政策課「平成27年観光要覧」
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